
 

 

 

 

 

 

 

 

【日 時】 【場 所】 

６月１日（木）18：30～20：30 荒川区防災センター４階研修室 

【次 第】  

ステップ１：はじめに ステップ４：分科会の進め方を考えよう！ 

ステップ２：まちづくり・環境に関する情報

収集 

ステップ３：分科会での検討テーマについて

考えよう！ 

ステップ５：次回の検討に向けた話し合い 

 

ステップ６：その他 

 

 

ステップ１ はじめに                                 

 

都市整備部荒川部長から挨拶を行い、総務企画部・環境清掃部・都市整備部・土木部から

担当職員を紹介した。 

引き続き、配付資料と第１回の話し合いの内容について、説明を行った。 

 

 

ステップ2 まちづくり・環境に関する情報収集                     

 

都市計画課山本課長、環境課泉谷係長から、まちづくり・環境分野に関する荒川区の現状

と関連施策の推進状況について説明し、その後、意見交換を行った。 

 

【意見交換】 

・ 荒川区は、木造住宅密集地域が多いとの説明があったが、最近は、木造建築の良さが再

認識されている。古い木造建築と新しい木造建築に関して、どう考えているか聞きたい。 

（回答）→木造住宅密集地域は、改善したいと考えている。木造建築は耐火性、耐震性が

弱い建築であり、建て替えることが望ましい。ただし、最近では準耐火建築物

もあるので、木造を否定しているわけではない。まち並みを考える上で、下町

らしさも大切にしたい。 

・ 放置自転車に関して、荒川区では自転車運転免許制度があると聞いたが、効果はあった

のか。 

（回答）→平成 14 年度から始まり、免許を取得したのは 4,500 人で、そのうち 3,500 人が
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小学生である。小学生の大きな自転車事故はなくなったと聞いているので一定

の効果があったと受け止めている。 

・ 駅前の放置自転車はよく話題にのぼるが、それ以外で、商店街の放置自転車などに対す

る考えを聞きたい。また、母親が、小さい子どもを自転車に乗せて運転している姿を見

かけると怖いと思うが、大人に対する自転車教育はどうなっているのか。 

（回答）→区報の一面に、道路交通法とともに自転車事故の具体例を載せて、事故の重大

さをアピールしている。また、区民の皆様からいただいた税金を使って、放置

自転車対策を実施している。区民の方々に現状を理解していただきたい。 

 

ステップ3 分科会での検討テーマについて考えよう！                  

 

事務局より、「まちづくり・環境分科会」の検討テーマ例と今年度のスケジュール（案）

について説明した。また、都市計画課および公園緑地課から、検討してもらいたいテーマに

関して説明し、分科会での検討テーマについて討議を行った。 

 

【主な意見】 

・ 最近、ゴミ捨て場に「ポイ捨て、ご法度」というステッカーが貼ってあるが、静岡県に

はポイ捨てに関する罰則規定があり、効果が出ていると聞いている。荒川区も何か罰則

規定などを考えてみてはどうか。「放置自転車」、「たばこ・ゴミのポイ捨て」、「犬の糞」

の３点を取り上げて欲しい。 

・ 放置自転車問題を取り上げて欲しい。浅草は放置自転車を見かけない。放置自転車のな

いまちと比較しながら、討議をしていきたい。 

・ 千代田区のポイ捨てによる罰金制度は効果があったのか。参考になるのではないか。 

・ テーマを絞って、実行性が高められるような施策について話し合いたい。また、荒川区

から全国に発信できるような施策の提案が行えたら良いと考えている。個人的には住環

境やみどりに関して話し合いたい。 

・ 放置自転車やポイ捨てなど、すべてがルール・マナーという点で、結びついてくる問題

である。具体的な施策に関して話し合うことが近道だと思う。個人的には、荒川区内で

子どもたちが安心して暮らせる、遊べる環境づくりを課題にしていきたい。 

・ 地球環境に関して取り上げたい。具体的な施策もいくつか考えている。 

・ 防災対策が町会単位なのか、地域単位なのかはっきりさせたい。まちの安全・安心とい

う視点から話し合いたい。 

・ 明治通り沿いの JR のガードは戦後、一度も塗装されていないのではないか。荒川区と

JR とで交渉して、改善した方が良いのではないか。 

・ 荒川区には花の木橋の親柱、三ノ輪の防火用水、町屋 7 丁目にある狛犬など、歴史的に

貴重なものがたくさんある。まちの歴史の一貫として保存できないだろうか。 
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ステップ４ 分科会の進め方を考えよう！                         

 

今後の話し合いの進め方について討議を行った。 

討議の結果、次回は放置自転車問題全般について、様々な視点から話し合いを進めること

とした。 

 

【主な意見】 

・ 最初は、放置自転車問題から話し合って、徐々に他の問題を話し合ってみたらどうか。

町屋の放置自転車は他区の自転車も含まれているので、荒川区だけの問題ではない。 

・ 自転車も道路交通法では車両である。自転車のルール・マナーに関しても話し合うべき

である。子どもを乗せている自転車については、母親に対する教育や注意喚起が必要だ

と思う。 

 

 

ステップ5 次回の検討に向けた話し合い                         

 

次回の検討に向けて、話し合いの進め方、提示して欲しい資料等について討議を行った。 

 

【主な意見】 

・ ８～９年前に放置自転車に関する委員会が立ち上がったが、その後の動きがわからない。

荒川区の放置自転車に関する施策の取り組み状況と成果を知りたい。 

・ 自転車駐車場の整備計画があれば教えて欲しい。 

・ 他都市の放置自転車対策に関する取り組み事例を知りたい。 

・ 切り口や発想を変えれば、放置自転車の存在により、車椅子の方への影響などが考えら

れる。様々な議論に発展するのではないか。 

 

 

ステップ６ その他                                    

 

次回の検討テーマは放置自転車問題にすることとした。また、委員から要望のあった資料

を事務局で用意することとした。 

なお、委員からの要望により、開始時間を 18：30 から 19：00 に変更することとした。 

 次回懇談会の日程等について。 

 

【日 時】平成 18 年７月５日（水）19：00～ 

【場 所】区役所 305 会議室 

【内 容】放置自転車問題について 

以上 
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